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皆
さ
ん
の
夢
は
何
で
す
か
？

　
私
の
夢
は
、
幸
せ
を
い
っ
ぱ
い
つ
く
る
こ
と
で
す
。

　
夢
を
あ
き
ら
め
ず
に
追
い
続
け
る
こ
と
で
、

生
涯
の
人
生
を
輝
か
せ
た
伊
能
忠
敬
。
伊
能
忠
敬
は

全
国
を
測
量
し
た
こ
と
で
、
日
本
の
歴
史
に
名
を

刻
み
ま
し
た
。
そ
の
歴
史
の
１
ペ
ー
ジ
に
は
、

私
た
ち
の
篠
山
が
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、「
伊
能
忠
敬
と
篠
山
」そ
の
か
け
が
え
の
な
い

つ
な
が
り
か
ら
学
ん
だ
こ
と
を
お
伝
え
し
ま
す
。

江
戸
時
代
に
歩
い
て
日
本
地
図
を
つ
く
っ
た

伊
能
忠
敬
に
学
ぶ
こ
と

フロア一面に敷き込まれた伊能大図
（伊能忠敬ミニフロア展）

ふ
る
さ
と
篠
山
を
愛
す
る

人
づ
く
り

　
今
回
、
伊
能
忠
敬
の
偉
業
や
人
生
を
知
る

こ
と
で
、
歴
史
の
ロ
マ
ン
と
、
夢
を
あ
き
ら

め
ず
に
強
く
生
き
て
い
く
こ
と
の
す
ば
ら
し

さ
を
知
り
ま
し
た
。
ま
た
、
郷
土
の
歴
史
や

文
化
に
ふ
れ
る
こ
と
で
子
ど
も
た
ち
は
地
域

へ
の
関
心
や
愛
着
を
深
め
て
た
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

　
「
伊
能
忠
敬
と
篠
山
」。こ
の
つ
な
が
り
は
、

夢
を
追
う
こ
と
の
大
切
さ
と
、
ふ
る
さ
と
篠

山
を
愛
す
る
こ
と
が
で
き
る
人
づ
く
り
へ
と

つ
な
が
り
、
地
域
の
発
展
に
寄
与
す
る
も
の

だ
と
学
び
ま
し
た
。

　
さ
あ
皆
さ
ん
、
死
ぬ
ま
で
人
生
楽
し
ん
で

行
き
ま
し
ょ
う
！

の
生
き
た
歴
史
文
化
を
後
世
へ
と
伝
え
る
べ

く
熱
心
に
活
動
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

歴
史
街
道
に
学
び
豊
か
な

地
域
づ
く
り
へ

　

今
年
は
、
伊
能
忠
敬
の
没
後
２
０
０
年
。

こ
れ
を
機
に「
伊
能
忠
敬
・
五
国
の
足
跡 

フ
ォ
ー
ラ
ム
in 

笹
山
領
」が
９
月
23
日
・
24

日
篠
山
市
内
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
摂
津
、
播

磨
、
丹
波
、
但
馬
、
淡
路
の
五
国
の
県
内
各

地
に
お
け
る
活
動
報
告
・
意
見
交
換
会
や
、

映
画(

伊
能
忠
敬-

子
午
線
の
夢-)

の
上
映
。

標
柱「
伊
能
忠
敬
笹
山
領
測
量
の
道
」を
め
ぐ

る
バ
ス
ツ
ア
ー
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
伊
能
忠
敬
笹
山
領
探
索
の
会
」会
長
の
加か

賀が

尾お

宏こ
う

一い
ち

さ
ん
は「
篠
山
の
歴
史
ロ
マ
ン
に

ふ
れ
あ
う
貴
重
な
イ
ベ
ン
ト
。交
流
を
広
め
、

地
域
に
残
る
歴
史
遺
産
を
幅
広
い
世
代
で
深

め
て
ほ
し
い
。
ま
た
そ
れ
ら
を
活
用
し
、
ふ

る
さ
と
を
愛
す
る
人
材
づ
く
り
と
心
豊
か
な

地
域
づ
く
り
へ
と
つ
な
が
れ
ば
」と
話
さ
れ

ま
し
た
。

歴
史
文
化
を
次
世
代
へ

伊
能
忠
敬
笹
山
領
探
索
の
会

　
「
伊
能
忠
敬
笹
山
領
探
索
の
会
」は
、
平
成

22
年
10
月
に
丹
波
の
森
公
苑
で
開
催
さ
れ
た

「
丹
波
学
」で
、
伊
能
忠
敬
を
学
ん
だ
こ
と
を

き
っ
か
け
に
結
成
。
伊
能
忠
敬
の
測
量
隊
が

測
量
し
た
測
量
道
を
た
ど
り
な
が
ら
、
篠
山

を
歩
か
れ
て
き
ま
し
た
。

　

小
学
校
な
ど
へ
の
出
前
授
業
も
行
わ
れ
、

当
時
の
測
量
体
験
を
行
う
な
ど
、
子
ど
も
た

ち
と
郷
土
の
生
き
た
歴
史
文
化
に
ふ
れ
あ
い

ま
し
た
。
ま
た
、
篠
山
測
量
２
０
０
年
記
念

に
あ
た
る
平
成
26
年
３
月
に
は
篠
山
市
民
セ

ン
タ
ー
で「
伊
能
忠
敬
ミ
ニ
フ
ロ
ア
展
」を
開

催
。
篠
山
市
の
歴
史
街
道
に
は「
伊
能
忠
敬
笹

山
領
測
量
の
道
」と
刻
ん
だ
標
柱
を
12
基
設
置

す
る
と
と
も
に
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
制
作
な

ど
、
ふ
る
さ
と
教
育
の
一
躍
を
担
い
、
郷
土

伊
能
忠
敬
っ
て
ど
ん
な
人
？

　

佐
原(

現
在
の
千
葉
県
香
取
市)

で
商
業
を

営
ん
で
い
た
伊
能
忠
敬
は
、
50
歳
で
家
業
を

長
男
に
ゆ
ず
り
、
幼
い
頃
か
ら
興
味
を
も
っ

て
い
た
天
文
学
を
学
び
に
江
戸(

現
在
の
東

京)

に
出
ま
し
た
。
55
歳
か
ら
73
歳
で
亡
く

な
る
ま
で
の
間
、
約
４
万
キ
ロ
を
歩
い
て
測

量
。
今
と
変
わ
ら
な
い
ほ
ど
正
確
な
地
図
を

作
り
ま
し
た
。

　
江
戸
時
代
の
頃
、
男
性
の
平
均
寿
命
は
50

歳
と
言
わ
れ
て
い
た
時
代
で
す
が
、「
地
球
の

大
き
さ
を
知
り
た
か
っ
た
。
測
っ
て
み
た

か
っ
た
」と
、
ず
っ
と
抱
い
て
き
た
夢
を
50

歳
か
ら
の
第
2
の
人
生
で
追
い
続
け
ま
し

た
。数
々
の
苦
難
を
乗
り
越
え
、夢
に
向
か
っ

て
奮
闘
す
る
生
き
方
は
、
後
世
に
伝
え
て
い

き
た
い
日
本
の
心
だ
と
思
い
ま
す
。

「伊能忠敬笹山領探索の会」
会長の加賀尾宏一さん

伊
能
忠
敬
測
量
日
記
か
ら

　

伊
能
忠
敬
は
１
８
１
４
年
２

月
３
日
か
ら
12
日
ま
で
の
10
日

間
、
笹
山
領
内
の
街
道
を
緻
密
に

測
量
し
て
い
ま
す
。
残
さ
れ
た
記

録
に
よ
る
と
毎
日
の
人
足
手
配
は

１
３
１
人
で
、
そ
の
測
量
距
離
は

延
べ
６
万
４
５
３
９
㍍
に
及
び
ま

す
。9月24日（月・振休）9：00 〜 17：00と　き

9月23日（日・祝）
13：00 〜　あいさつ
13：10 〜　映画上映
　 15：15  （伊能忠敬 一子午線の夢一）

15：25 〜　五国の県内各地における
    17：00　活動報告・意見交換

丹南健康福祉センター

とき

ところ8月13日（月）から募集開始。各コース25人まで先着順。
※参加者名、生年月日、住所、電話番号、希望コース名をご記入のうえ

下記住所へ往復ハガキでお申し込みください。
篠山市教育委員会文化財課 ☎552-5792
〒669-2397　篠山市北新町41

申込
期間・方法

50人（各コースとも25人定員） 1人500円（当日徴収）定員 参加費

（大山・味間・西紀南・西紀中・岡野・城南・
古市・ 今田・篠山城下・八上・日置・福住）

伊能忠敬笹山領測量街道筋12地区
集合・解散は篠山城跡駐車場

ところ

12基のうち、東コース、西コースともに9基をマイクロバスで案内
運行中道路事情により一部徒歩になります。

案内方法

伊能忠敬笹山領探索の会事務局 ☎552-2543問い合わせ

標柱「伊能忠敬笹山領測量の道」をめぐるバスツアー 伊能忠敬・五国の足跡フォーラム

入場無料
雨天決行

（17：20 〜 18：50）
※ご希望の方は、事前に伊能忠敬笹山領探

索の会事務局までお問い合わせください。

交流会

伊能忠敬像
測量体験や標柱除幕式には小学生や地域
の皆さんが多数参加しました

測量日記に記録された草野村・赤
あか

井
い

伊
い

三
さぶ

郎
ろう

忠敬没後200年を記念に協力者子孫として、赤
あか

井
い

公
きみ

義
よし

さんに伊能忠敬研究会から感謝状が贈られました

日程/天気 宿泊（本陣・脇本陣）昼休宅

2月3日/晴 同所で昼休
喜蔵、辰蔵　　　　    　　　　　　  追入村

2月4日/晴
午後曇

兵左衛門(昼休)　　　　　　　　       大沢村
庄屋 武兵衛、百姓 忠左衛門　　    北野新村

2月5日/曇 大庄屋 久下弥太夫(昼休)　　　     木之部村
喜右衛門、又十郎　　　　　　　      二階町

2月6日/昨夜雨
この日晴

忠右衛門(昼休)　　　　　　　　      犬飼村
栄三郎、幾之助、佐兵衛　　　　     古市村

2月7日/曇 庄屋 庄右衛門　　
年寄 太兵衛、肝煎 与一　　　　       市原村

2月8日/晴 伊三郎(昼休)　　　　　　　　         草野村
2月9日/曇また微雨

2月10日/朝曇
10時頃より晴

栄三郎(昼休)　　　　　　　　         古市村
喜右衛門、又十郎　　　　　　        二階町

2月11日/曇 大庄屋 波部六兵衛(昼休)　　　　  八上新村
庄屋 山田嘉右衛門、百姓 五郎兵衛 　福住村

2月12日/曇また雨

1814（文化11）年2月3日（陽暦3月24日）〜 12日（陽暦4月2日）
【伊能忠敬測量日記 佐久間達夫】

リポーター

篠
山
の
歴
史
を
知
れ
ば
知
る
ほ
ど

篠
山
市
が
も
っ
と
好
き
に
な
り
ま
す




